色の 封筒に 入った 手紙 を 出して、 帆 村の 方へ 差 出した。 

「これが そうで ございま すの。 どうぞ 中の 手紙 を 出し 

てお 読み下さ いまし」 

憂いの 眉 を 持った この 乙女の、 声 は 清らかに、 鈴 を 

振る ようであった。 

帆 村は肯 いて、 封筒 を 受取る と、 中から しずかに 用 

箋を引 張り だして、 彼の 事務机の 上に 延べた。 高価な 

無 S 白地の 用箋の 上に、 似つかわし からぬ 乱暴な 鉛筆 

の 走り 書で 認めて ある 短い 文面 …… 。 

—— 月 姫の ごとく 気高き 君の 胸に、 世の 邪悪 を 知 

らせ たく はない が、 これ も 運命、 やむ を 得ない。 あ 



帆 村 は あわてて そだ を 摑んで 立 上った。 そして 火の 子 

を 散らしながら、 暖炉の 中へ 折って 入れた。 

「だが ねえ、 春 部さん」 

帆 村 は 眉 を ひそめて いった。 

「私の 予感 を 正直に 申 上げる と、 この 田 川 君の 家出 事 

件に は 不吉な 影が さしてい ると 思います よ。 あなた は 

聰明 だから、 やはり それ を 察して 居られ るんだ と 思い 

ま 19 力 」 

田 川 君の 遺書に うたって ある 一 週間の 過ぐ るの を 待 

たで、 この 手紙 を 受取る とすぐ 帆 村のと ころへ 駆 付け 

た ほどに、 春 部 カズ 子 は 聰明な 女 だ。 



になった の は、 子爵の 遭難から です。 早くい えば、 私 

は 子爵の 本家 筋に あたる 池 上 侯爵 家からの 秘密なる 依 

頼で、 田 鶴 子に は 気付かれな いように、 秘密 裡に 彼女 

を 調べた のです。 私 は 常に 黒幕のう しろに 居り、 田 鶴 

そうそう 

子に は 婦人 探偵の 錚々 たると ころの 〔# 「ところの」 は 

底本で は 「ところ を 匕 数名 を 当ら せたん です。 要点 は、 

池 上 侯爵 家からの 依嘱に より、 〃もしゃ 四方 木 田 鶴 子 

が あの 雪山で 古神 子爵 を 雪崩の 中に 突き落と したので 

はない か， を 明らかにする ためだった のです」 

「まあ、 なんという 恐ろしい お 話でしょう」 

春 部 は 自分の 両肩 をし つかり 抱きしめて、 身ぶ るい 



載 力る 力 つ た 

ち はや 

ただ その 中で 一 つ、 帆 村の 注意 を惹 いたの は、 「千 早 

館」 という 文字だった。 "田 鶴 子さん は 日本中で 一番 

感覚 美 を 持った 建築物 は 千 早 館で あり、 田 鶴 子さん は 

毎月 一回 は 栃木県の 山奥まで 行って、 千 早 館 を 眺めて 

来ないで はいられない 程な のよ と、 うつと リ とした 面 

持で 僕に 語った" と、 日記に は 出て いた。 

千 早 館！ この 建物の 名に、 帆 村 は 古い 記憶 を 持つ 

ていた。 それ はこの 建物が、 彼の 旧友 古神 子爵が 道楽 

に 作った ものである こと、 そして 子爵 は その 設計 を 早 

くも 高等学校 時代から 始めた こと、 それ は 前後 十 年の 



下車し たんだが、 この 那谷 駅で 下車 するとい うこと は、 

もう 一 つ 別の 方向より する 示唆 〔# 「する 示唆」 は ママ〕 

があった。 それ は 例の 千 早 館に 赴く の はこの 駅で 下車 

する のが 順路で あり、 そして 千 早 館 は 駅前から 出る 黒 

岳 行の バスに乗り、 灰 沼 村で 降りる のがよ いと 分って 

いたので ある。 

(田 鶴 子 は 千 早 館へ 行った のに 違いない) 

帆 村 は 確信 を もって、 そう 解釈して いた。 



二 一十 五日 か 一 一十 六日と いうと 三日 前 か 四日 前 だね。 

はて、 聞かない ね、 その 話 は …… 」 

「五 尺 七寸位 ある 大男で、 小肥りに 肥って 力士みたい 

なんだ、 その 人 はね。 もっとも 洋服 を 着て いるが ね。 

髪 は 長く 伸ばして 無帽で、 顔色 はちと 青かった かもし 

れ ない …… 」 

「聞きません ね、 そんな 人の こと は …… 」 

帆 村の 一番 知りたい と 思った こと は、 残念に もこの 

老婆の 口から は 聞き出せなかった。 

4 



た。 裏手に は 確かに 三つの 出入口が あつたが、 いずれ 

も 重い 小 鉄扉が 下りて いて、 侵入 を 阻んで いた。 しか 

も 鯖つ いていて、 ここ 何年 か それらの 扉が 開かれた こ 

とがない の を 語って いた。 その 先 を 建物に ついて なお 

も 廻って いると、 元の 玄関の 前へ 出た。 これで 一巡し 

たので ある。 三 四 丁 も ある 遠道 をした ような 気がした 

雑草が 足 を しばしば 奪った せいで そう 感じた のか もし 

H> >k ヽ ， 、ゝ o 

ホる レカ 

「どの 戸口 も 開かれた 様子がない。 ふしぎ だな あ」 

と 帆 村 は、 春 部 を 振 返った。 

「でも、 これまで にこの 千 早 館 を 訪れた 人 は、 中へ 入つ 



としたら、 彼ら は 意外の 収穫 を 得た であろうに …… 。 

それ は 二人の 不運だった。 

だから、 それから しばらく 経って 二人が 本館の 正面 

へ 廻った ときには、 或る 事 はもう 終って いて、 何の 異 

常も存 しなかった。 二人 は そこで 一先ず ここ を 去る こ 

とに して、 元の 塀の 崩れた ところから 外へ 出た。 

「あれ を ごらんなさい」 と 帆 村が 洋杖を あげて、 裏口 

に 近い 塀の 傍に 立って いる 電柱 を 指した。 

「電線が あのと おりぶ つつり 切れて います。 千 早 館へ 

の 電気の 供給 は、 あのと おり 電線が 切られた とき 以来 

とま 

1: つて いるので すよ」 



「すると、 あの 建物の 中 は 電灯 もっかな いから 真暗な 

わけね」 

「ま、 そうです。 従って、 さっき われわれが 聞いた 音 

は、 配電 会社に は 関係の ない 音 だとい うこと になる」 

「そんな ことが 何 か 重大な 事柄なん です の」 

「いや、 それ は 私の 頭 を 混乱させる ばかりです。 うむ、 

ひょっと 〔# 「ひょっと」 は 底本で は 「ひつと 匕 すると， J 

れも われら へ の 挑戦 かもしれ な ぃぞ」 

「挑戦です つて、 誰からの 挑戦？ そんな こと は 今 ま 

でに ちつ とも 仰 有らなかった のに …… 」 

「それ はそう です。 この 千 早 館の まわり をぐ るぐ る 



廻って いるう ちに、 ふと それに 気がつい たのです。 春 

部さん、 これ はいよ いよ 油断が なりません よ。 さあ、 

どしどしす る こと を 急 ギ. J ましょう」 
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帆 村 は 急に 先 を 急ぎ 出した。 

彼 は 千 早 館の 前に 通って いる 道 を 奥へ 取って、 老婆 

の 話に あった、 聖弦寺 を 一覧した。 それ は 今にも 化け 

そうな 荒れ 寺で あ つ た。 ぷ うんと する 黴く さい 臭気 を 

犯して、 中へ 入って みたが、 どの 部屋 もみな 畳 は みん 



な 腹 を 切つ て ぼろぼろで ここで 炊事 をしたり 泊ったり 

する こと は、 出来ない こと を 確め た。 

(では、 田 鶴 子が この 土地へ 来て いるものなら、 必ず 

あの 千 早 館へ 入り こんでいる に違いない。 どこかに、 

あの 女が 出入りし ている 秘密の 戸口が あるに 違いない。 

よし、 それで は 正攻法 だ) 

帆 村の 肚は 決った。 彼 は 千 早 館の 前 を 通りぬ け、 ど 

ん どん 反対の 方向へ 春 部 を 連れていった。 約 五 丁ば か 

り 東南へ 行った ところに、 下に 池 を 抱えた 一 つの 丘陵 

があって、 松の木が 生い 繁 つていた。 その 丘陵へ 帆 村 

はずん ずん 登って い つた。 



いくばくもなくして 二人に よく 分った。 さすがの 帆 村 

も、 二 時間 目に は 退屈して 下の 池まで 下りて 散歩 をし 

た。 それから 戻って 来た 彼 は、 カズ 子と、 見張り を 交 

替 して、 池の 話 をした。 

「変った 池です ね。 水が 牛乳の ように 白いです ね。 多 

量に 石灰 を 含んで いる。 しかし この辺 は 他に 石灰 質の 

ところ を 見かけな いんだが、 あの 池 だけが 石灰 質の 池 

なのかな あ。 そんな こと は 有り得な いと 思う が …… 」 

そんな こと をい われた ので、 春 部 カズ 子 は その 池へ 

興味 を 持って、 下へ 降りて いった。 

その 春 部 は 十五 分 ほど 経つ と、 息をせい せい 〔# 「せ 



いせい」 は ママ〕 切って 帆 村のと ころへ 駆け登って 来た。 

「た、 大変よ。 恐ろしい 発見 をし たんです。 ちょっと 

来て 下さらない、 池のと ころまでで すの」 

つらにく とリ すま 

春 部 はこれ までい つも 面憎い ほど 取 澄して いたが、 

^ J のとき ば かり は 若 い 女子 動員 のように 騒ぎ 立 てた。 

「困り ましたね。 なに か 重大な もの を 発見した らしい 

が、 この 千 早 館の 監視 は 一秒たり とも 中断す る ことが 

出来ない のです。 一体 何です か、 あなたの 発見した も 

の は …… 」 

「あの人の 着て いた 服地です」 

「えつ、 问 といい ました」 



脇に、 巧妙な 仕掛が ある。 あんなと ころから 自由に 出 

入りして いたんです。 さあ、 急いで 行って みましょう」 

「どっちへ 行 くんです か。 千 早 館です か、 池の 方です 

か」 

「ああ、 池 …… 。 池へ 行って みましょう」 
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帆 村 は 実は 心の中で 春 部の 感傷 を 笑って いた、 下の 

池の 面に 浮いて いた 絹の 小さな 破片が、 田 川の 服の 裏 

地に 違いない などと いう 彼女の 感傷 を …… 。 



だから 彼と して は、 千 早 館の 入口 を 見付けた 今、 急 

いで 千 早 館へ 龃付 けたい 気持であった。 しかし 春 部の 

思いつめた 顔 を 見る と、 池の 方 を 後 廻し にと もい えな 

くな つて、 帆 村 は 遂に、 池 を 先に 調べる ことにした。 

「先生。 ほら、 あの 水面に、 まだいく つも 浮いて いま 

すの よ。 お分りになります」 

春 部 は、 さっき 使った 竹竿 を 再び 手に して 水面 を 指 

す。 なるほど、 こまかく 千切った 布片 のよう な ものが 

浮いて いる。 

(もし あれが、 本当に 田 川の 服の 裏地だった としたら 

〔# 「だった としたら」 は 底本で は 「だった とした 匕、 どう 



いう ことになる のか) 

まれ 

帆 村 は、 それが 極めて 稀な 場合 だと 思いながら も、 

考えて みないで いられなかった。 そのと き 春 部 は その 

布片を 更に 採取す るた めに 竹竿 を 身構えた。 

「あ、 お待ちなさい」 

帆 村が 突然 大きな 声 を 発した。 春 部は愕 いて 帆 村の 

方 を 振 返った。 

「 …… よくごらん なさい。 あそこ を。 あなたの いった 

布片 は、 静かに 池の 底から 浮き上がって 来る のです よ。 

よく 見て ごらんなさい」 

なるほど 帆 村の いうと おりだった。 毛の ような 黒い 



れ われ は 今、 冒険 を 必要と する 要路に さしかか つてい 

るんで す」 

「ええ、 分りました。 では 千 早 館へ 行きましょう」 

と、 春 部 は きっぱり いって、 手に 持って いた 竹竿 を 

草叢に 落とした。 
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帆 村 は、 小型の ピストル を 春 部に 渡した。 帆 村の 手 

に はさつ きまで は 望遠鏡の 役目 をして いた 洋 杖が 元の 

形に 返って 握られて いた。 



二人 は大 まわり をして、 千 早 館の 真 裏に 当る 山側 か 

ら塀を 越えて 構内へ 入った。 それから 壁 伝いに 玄関の 

正面に 廻った。 玄関 は 館内へ 引 込んで いて、 四 坪 ほど 

の 雨の 懸ら ない 煉瓦 敷の 外 廊下が あった。 そのず つと 

左の 隅に 立って 手 を 上に 延ばす と、 玄関の 扉と 同じ 面 

にある 壁の 装飾 浮彫の 紅葉 見物の 屋形船に 触 わる。 田 

つ まさ. 5 

鶴 子が 爪先 を 伸ばして、 屋形船の 上 を 指先で 探って い 

たの を、 帆 村 は 望遠鏡の 中で 認めた。 それ だから 彼 は 

今、 同じ こと を 試みた。 その 屋形船に 乗合って いる 男 

たんざく 

女の 頭 を 一 つ 一 つ さぐって いるう ちに、 短冊 を 持って 

えぼし 

笑って いる 烏帽子 男の 首が、 すこし ぐらぐら している 



「ああ、 そうです。 あの 曲 は 田 川の 作曲した ものです 

わ。 〃銃刑 場の 壁の 後の 交響楽"」 

「カズ 子さん、 入りましょう。 その 穴の 中へ 入る ので 

す」 

帆 村 は 春 部 を 左腕で 抱き、 壁 穴 を 中 へ 飛び越えた 〔# 

「壁 穴 を 中へ 飛び越えた」 は ママ r 急いで あたり を 見廻 

わすと、 そこ は 天井の 高い、 曲面の 壁 を もった がらん 

とした 部屋だった。 …… ばたん と 音が して、 部屋の 中 

が 闇と なった。 二人の 背後に、 壁 穴が 閉じた ので ある。 

春 部 は、 力一杯 帆 村に 獅嚙 みついた。 帆 村の 指先に 

力が ぐ つと 入った のが 春 部に 分 つ た。 



) ) o 

ろう 力 

「ふしぎ だ。 この 建物の 中には 暖房 設備が あって、 部 

屋を 温めて いる。 煙突 一 つ 見えず、 もちろん 煙 も あ 

がって いなかつ たのに。 …… すると 電気 暖房 かな。 そ 

れ にして は 配電線が 断 たれて いるで はない か。 一体 ど 

うして この エネ ルギ— を 得て いるの か」 

帆 村 は、 これらの エネ ルギ— 源の 追求に、 彼の 全 精 

力 を ふり 向けて いる。 

「分らない。 他の 部屋 を 探す の だ」 

やがて 帆 村 は、 はき 出す ようにい つた。 そして 春 部 

の 手 を 引いて、 部屋の 中 を 歩き 出した。 どこに も 扉 は 



度そう いう 角 を 曲った 後で、 帆 村 は 急に 足 を 停めて、 

春 部に 囁いた。 

「カズ 子さん。 どうやら これ は 普通の 廊下でなくて、 

迷路の ようです よ」 

「メイ 口と いうと 」 

「今朝 バスで 一 緒に なった お婆さんが いったでしょう _ 

千 早 館の 中には 八幡の 藪 しらず が あると ね。 その 八幡 

の 藪 しらず というの が この 迷路なん です よ。 待って 下 

さい。 思い出し かけた ことがある …… 」 

と、 帆 村 は そこで 暫く 薄 あかりの 中に 沈思して いた 

が、 やがて 元気 を 加えて 語り 出した。 



「まあ、 餓死 をす るなん て …… 」 

「気が 変になる の は、 ざら にあり ますよ。 さあ 行き ま 

しょう。 もし、 チヨ ー クの ついている ところへ 戻って 

来たら、 知らせて 下さい」 
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迷路 は、 とても 長かった。 

ようやく 元のと ころへ 戻って 来たので 時計 を 見る と、 

一 時間 五分 経って いた。 

帆 村 は そこで 小憩 をと る ことにした。 彼はォ ー バ— 



の ポケットから、 チョコ レ ） ^と ビスケット を 出して 

春 部の 手に 載せて やった。 そしてな お 小壜に 入った 

ウイ スキ ー を 飲む ようにと 彼女に 薦めた。 

「何も 異状 はな か つたよう ね」 

春 部 は、 新しい チョコ レ ー トの 銀紙 を剝 きながら 

いった。 

「さあ、 それ はま だ 断定で きないです。 今の は 迷路 を 

正しい 法則に 従って 無事に 一巡した だけなん です。 こ 

れ からもう 一度 廻って みて、 この 迷路 館が 用意して い 

る 地獄 島 を 見付け ださねば ならな いんです」 

「何です つて。 地獄 島と おっしゃ いました か」 



「いいました。 地獄の 島です。 迷路の 或る ものに は 

"島〃 という やつが 用意され て あるんで す。 この 島へ 

迷い込ん だが 最後、 なかなか そこ を 抜け出す ことが 出 

来な いんです」 

「わたくしに は、 よく 意味が のみこめません けれど… 

〜」 

「島と いうの はねえ、 その まわりに ついてい くらぐ る 

ぐる まわっても、 外へ は 出られな いんです。 そうで 

しょう、 島です からね。 当人に それが 島 だと 気がつけ 

ば、 そこで 道が 開け るんで す。 向いの 壁へ 渡って いけ 

ば、 島 を 離れて 本道へ 出られる チャンスが 開ける から 



恐るべき 島が —— いや、 そんな こと は あるまい。 連絡 

はき つと つく」 

それから 間もなく 二人 は、 同じ 迷路に 再び 入った。 

こんど は チヨ ー クを 使わなかった。 前に 通った ときに 

春 部が つけた 夜光 チヨ— クの痕 が、 うすく 蛍光 を 放つ 

て 続いて いた。 春 部に はなんだ かそれ がたい へんい じ 

らしく 見え、 はからずも 勇気 を 奮い起こす 縁と なった _ 

帆 村の 期待 は 外れなかった。 両側と も 蛍光の 筋の あ 

る 壁 を 見ながら 前進して 行く と、 三 四 丁 ほど 歩いた と 

思われる 頃、 三つ股の 辻 を 渡った ところで 右側の 壁に 

筋の ついて いないの を 発見した。 それ こそ 島に 違いな 



い、 ずっと 明るさ を 増した。 帆 村 は、 注意の 言葉 を 春 

部に 囁く 代りに、 彼女の 肩 を 軽く 叩いて 警戒せ よとの 

合図に した。 

ゆる や 

二人の 歩調 は 極度に 緩 かにな つた。 帆 村 は 全 精力 

を 前方に 集中して いる。 比較的 明るい 光が 前方の 左側 

から 来る ことが 分った。 その あたりで 左へ 曲る 角が あ 

るら しい。 しかし 右側 は そのまま 壁が 前方に 続いて い 

た。 その 明るさ は、 雪の 降った ような 白つ ぼ さが あつ 

た。 

(あそこまで 行けば、 必ず 何 か ある) 

帆 村は洋 杖の 柄 を 握りし め、 いつでも それ を 繰 出せ 



長さが 六 七 尺 もあった。 

( 一 体 何だろう か、 これ は …… ) 

帆 村に は、 すぐに この 妙な 物品の 正体が 分らな かつ 

た。 この プロペラの 兄弟分の ような もの は、 その 細長 

い 棚の 中に じっと ひそんで いて、 動き 出す 様子 はな 

かった。 

奇妙な もの は、 まだ 外に もあった。 この 横丁 は、 奥 

で 壁に つきあたり、 そこから 通路 は 左右に 分れて いた 

が、 その 正面 突 当りの 壁が 真 赤に 塗られて いる こと 

だった。 その 壁に は 煉瓦が 見えなかった。 煉瓦の 上に 

漆喰 を 塗り、 更に その上に 赤い ペンキ を 塗った ものら 



しかった。 

もう 一 つ 奇妙な こと は、 その 正面の 赤い 壁が、 よく 

見る と 扉に なって いた。 扉の 枠が 白い ペンキで 区劃 を 

つけて あるし、 引手 もつ いていた。 そして その 扉に は、 

どういう わけ か 分らない が 「戸ろ」 と 大きく 白 ペンキ 

で 書いて あった。 

左右の 壁の 金魚 槽、 右側の 壁の 中に ひそんで いる プ 

口 ペラ まがいの 金属 体、 正面 奥の 赤い 壁と、 「戸ろ」 と 

書いた 扉！ そして この 横丁 だけが、 白々 とした 怪光 

に 照らし 出されて いる！ 

( 一 体 これ はどうし たわけ か？) 



さすがの 帆 村 も 呆然と して、 しばらく は 春 部の こと 

も 何もかも 忘れて、 塑像の ように 突立って いた。 

o 

「先生、 奥に 何 か あるよう です わ。 奥へ 入って みま 

しょう」 

春 部の 声に、 帆 村 ははつ と 吾れ に 戻った。 

「あ、 危ぃ、 待った！」 

「ええ ッ」 

「軽率に 入って はいけ ません。 これ こそ、 この 千 早 館 



「野 毛さん、 帰って来 たの」 

と、 女の 声が した。 〔# 天 付き は ママ〕 

その 声に 帆 村 は、 胸 を 躍らせた。 

(田 鶴 子の 声 だ！) 

帆 村 はす かさず 返事 をした。 

「へい、 遅くな り やして …… 」 

「仕様がな いね。 あたしが 替 りに 怒られて いるの よ。 

早く 謝って よ」 

「へいへい。 —— どうぞお 手 をお あげ 下さい」 

と、 帆 村 は ピストル を 構えて 力— テンの 脇から ぬつ 

と 入った ものの、 彼 は危く 気が 遠くなる ところだった。 



その 場の 異様な 光景！ いや、 世に も 恐ろしき 舞台 面 

だ！ 

大きな 純白の 絹 を 伸べ た ベッドが ある。 そこに 上半 

身 を 起して いる 死神の ような 顔 をした 痩せ衰えた 男。 

それと、 その 横に 寄り添つ ている 凄艷 なる 女性 —— そ 

れ こそ 田 鶴 子に 違いなかった が、 気味の 悪い 死神の よ 

うな. lira 人 は 何者？ 

田 川 勇で はない。 

帆 村の ピストルが 見えぬ か、 二人の 男女 は 平然とし 

ている。 男の 手に ある シャンパン 用の 硝子 盃へ、 女 は 

銀色の 大きな 容器から 血の ように 真 赤な 酒 をつ ぐ。 



ように 見せかけ、 戸籍 面から 名 を 消した のであった。 

それから 以後に、 彼 は 田 鶴 子の 手引で 七 人の 青年 を こ 

の 千 早 館へ 誘い込み、 あの 殺人 回転 刀で その 生命 を 断 

ち 切り、 その 新鮮なる 血 を 絞って、 毎日の 用に 供した 

のであった。 最後の 犠牲者 は 田 川で はなく、 田 川 はこ 

の 館内の 地下室に 繋がれて 生きて いた。 彼 は 元来 頭の 

いい 男だった から、 千 早 館の 謎 を 解いて 二度目の 危険 

区域 を 脱した が、 最後の 謎で ある 「在 原の 業 平 朝臣」 

の 暗号 言葉 を 知らなかった ために 内部へ は 入れず まご 

まごして いる 所 を 野 毛に 発見され て、 地下へ 繫 がれた 

ものである (野 毛 は 古神 家に 代々 仕えた 料理番だった)。 
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